
第６号様式（第７条第２項関係）

（あて先）

年 月 日 ／ 第 報

名 名 名

【備考】

４　各欄は適宜広げて記載してください。

負傷箇所

氏名

小学校

内容

事故発生の要因や
今後の防止策 等

医療機関での処置

児童の症状等

負傷内容

医療機関
名称

名

日時

事故発生時の
クラブの体制

（総数）

保護者会や外部機関
への連絡・説明

放課後児童健全育成事業事故報告書

事故にあった者

（事業所番号：

記入者

事故発生
日時・場所

日時 場所

職種

年生

名前

事業所名称 ）

年 　月　 日　　時　　分頃

厚木市長

３　死亡事故、治療に要する期間が30日以上の負傷や疾病を伴う重篤な事故は、本報告書によらず
　速やかに連絡し、第１報を事故発生当日、第２報は原則１か月以内程度に行ってください。
　　また、状況の変化等を必要に応じて追加報告してください。

１　活動中に通院が必要となる事故が発生した場合には、事故発生後速やかに提出してください。

２　重大な事故、事件等(※)が発生した場合には、本報告書によらず速やかに連絡してください。
　※ 生命に係わる重篤な怪我、児童の行方不明、不審者情報、個人情報の紛失、交通事故、緊急
　　災害 等

事故に至る経過及び
発生後の処置

※ 当日、来所時から
の健康状況、発生時の
処置、当該児童の保護
者への連絡を含め、可
能な限り詳細に記入

参加児童数

名

処置

　　　職員数

支援員 補助員 その他

利用開始日 年　　月　　日

ふりがな



第８号様式（第７条第２項関係）

（あて先）

令和 3 年 5 月 12 日 ／ 第 1 報

名 名 名

【備考】

４　各欄は適宜広げて記載してください。

16:30

15:30

5/11 14:35

外遊びや運動をする前には、十分な準備運動を行うように注意喚起を行っ
た。

ふりがな かなざわ　じろう

氏名 金沢　二郎

14:45

授業終了後、学校から徒歩にて来所（健康状態等に普段と変
わった様子は無し）

支援員 補助員

記入者 職種

1410302001

事故発生時の
クラブの体制

参加児童数 　　　職員数

36 名

事故発生
日時・場所

放課後児童健全育成事業事故報告書

厚木市長

事故にあった者
港 小学校

事業所名称 あつぎ学童クラブ （事業所番号： ）

日時 場所

令和２年５月11日(月)16時30分頃 もみじ公園にて

0

3 年生

利用開始日 令和2年4月1日

（総数） その他

3 名 2 1

児童の症状等

負傷箇所 負傷内容

左足首外側 腫れと激しい痛み

事故に至る経過及び
発生後の処置

日時 内容

放課後病院 処置 湿布とバンデージによる固定。

おやつ
近所の公園にて集団遊び（鬼ごっこ、ドッジボール等）

16:35

※ 当日、来所時から
の健康状況、発生時の
処置、当該児童の保護
者への連絡を含め、可
能な限り詳細に記入

クラブ室内で他の児童とともに宿題に取り組む

各々好きな遊びを開始（当該児童は砂場にて遊んでいた）

16:45 病院へ移動、処置を受ける（職員：神奈川が同行）

他の児童２人と一緒に駆けっこをしていたところ、転倒（職
員は周囲の児童から知らされ、当該児童が横たわっていると
ころを発見）
保護者へ連絡

16:00

事故発生の要因や
今後の防止策 等

１　活動中に通院が必要となる事故が発生した場合には、事故発生後速やかに提出してください。

２　重大な事故、事件等(※)が発生した場合には、本報告書によらず速やかに連絡してください。
　※ 生命に係わる重篤な怪我、児童の行方不明、不審者情報、個人情報の紛失、交通事故、緊急
　　災害 等
３　死亡事故、治療に要する期間が30日以上の負傷や疾病を伴う重篤な事故は、本報告書によらず
　速やかに連絡し、第１報を事故発生当日、第２報は原則１か月以内程度に行ってください。
　　また、状況の変化等を必要に応じて追加報告してください。

放課後児童支援員 名前 神奈川　青葉

医療機関での処置
医療機関
名称

保護者会や外部機関
への連絡・説明

※備考における２、３の場合のような重大な

事故や怪我等については、事故発生の要因

と今後の防止策を必ず御記入ください。

※備考における２、３の場合のような重大な事故や怪我等について

は、保護者会への情報提供や注意喚起を行ってください。


